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広島県立みよし公園 

概  要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 広 島 県



名 称 広島県立みよし公園 

所 在 地 三次市四拾貫町神田谷 

概 要 ● 都市公園法に基づき広島県が設置する広域公園です。 

沿

革 

平成 3(1991)年 10 月 開園 

平成 9(1997)年 4 月 こどもの広場、テニスコート供用開始 

平成 12(2000)年 2 月 温水プール供用開始 

平成 16(2004)年 4 月 指定管理制度導入 

休 園 日 
毎週水曜日(水曜日が祝日の場合はその翌日) 

年末・年始(12月 29日から翌年 1月 3日まで) 

利 用 時 間 ９時から 21時まで 

● 公園内の主な施設 

①カルチャーセンター 観客席 1,000 席 5 万 6 千人利用（R7） 

②温水プール 水泳連盟公認 25m プール 2 万 2 千人利用（R7） 

他にもパークゴルフ場、テニスコート、こども広場、貸研修室等があります。 

● 来園者数 R7(2025)年度：約 45万人、R6(2024)年度：約 43万人 

● 現在の管理運営体制 

指定管理者 みよし地域協働・コミュニティ形成パートナーズ 

指定管理期間 令和８年４月１日～令和 13年３月 31日の５年間 

指定管理内容 施設の維持・管理・運営等 
 

特 徴 
みよし公園のここに注目してください！ 
 

■ 公園の概要・アクセス 

この公園では、緑の山と池に囲まれた美しい自然の中で、子どもから大人まで誰もが

楽しく安らぎのある余暇を過ごすことができます。また、中国自動車道と尾道松江自動

車道の合流地点である三次東 IC から約 900ｍの場所にあり、アクセスのしやすさも  

魅力のひとつです。 
 

■ 温水プール（みよしウェーブ） 

備北地域唯一の水泳連盟公認屋内プールとして、一般プール・幼児用プール・ 

 トレーニング室を兼ね備えた複合施設です。幼児から高齢者まで健康の維持増進や 

 水泳の普及・競技選手の育成、冬季レクリエーションの場としても利用できます。 
 

■ カルチャーセンター 

備北地域最大規模のアリーナは、ひろしま国体「男子９人制バレーボール」の会場と

なりました。現在でもバレーボールやバスケットボールの主要な大会の会場として利用

されています。また、会議室や視聴覚室等を備えており、スポーツや文化活動に幅広く

利用できます。 
 

■ その他 

・こども広場では、空気の入ったドームのうえに乗って楽しめる「ふわふわドーム」な

どの遊具が揃っており、多くの家族連れにご利用いただいています。 

・約 39種、35,000株のしょうぶが楽しめる「しょうぶ園」は、開花時期になると多く

の人が訪れます。 



イベントの 

開 催 実 績 

開 催 予 定 

みよし公園では、各種さまざまなイベントや行事が行われています。 

そのうち主なものをピックアップしてご紹介します！ 

 

■ ハンドボール、バレーボール、バスケットボール ほか 

  プロハンドボールの試合など広告効果の高いイベントの会場となっています。 

リーグＨ（ハンドボール）、中国高等学校バレーボール選手権大会 

広島県高等学校秋季バスケットボール大会、全国選抜フットサル大会 

広島県高等学校総合体育大会（卓球）広島県高等学校新人剣道大会 など 
 

■ 水 泳 

  広島県内の競技会の会場として利用されています。 

広島県年齢別室内夏季水泳競技大会、広島県高等学校新人水泳競技大会 など 
 

■ カルチャーイベント ほか 

地域のカルチャーイベントに幅広く利用されています。 

みよし青空マルシェ、ドッグフェスタ、科学実験イベント 

音楽イベント、コーヒーイベント、各種講演会 など 

スポンサー 

メ リ ッ ト 

(看板表示) 

ネーミングライツパートナー（以下「パートナー」）になっていただいた場合、 

園内や周辺道路に設置された看板の表示を愛称に変更することができます。 

 

施 設 内 看 板 
入口１か所、大型看板４か所（みよし公園表記のもののみ） 

ほか、小看板多数 

周辺道路標識 12か所（国等が設置したものは除く） 

 

※ 主な施設内看板の配置場所は、裏面のとおりです。（個別施設を含む） 

※ 看板の仕様は別途協議します。看板掛替え費用はパートナーの負担となります。 

※ パートナーから看板新設の提案があった場合は、県とパートナーの間で協議をした

上で設置を決定します。 

そ の 他 の 

メ リ ッ ト 

看板表示以外にも、こんなメリットがあります。 
● 新聞・インターネット・テレビ等の各種メディアによる愛称の使用や、各競技大会の

実施要項等への愛称の使用により、大きな宣伝効果が期待できます。 

● 県や公園のホームページ、県広報誌、施設案内のパンフレット等で愛称を使用します。 

● 県から県内自治体等へ愛称の使用を働きかけます。 

● パートナーの社内行事等で公園施設を利用される場合、年１回無料で利用できます。 

● パートナーの営業活動や広報活動で、県のネーミングライツ事業への参加（地域貢献

活動）をアピールしていただけます。 

● その他、パートナーからの提案があれば、柔軟に対応します。 

特 記 事 項 
● 大型の施設修繕に伴い、長期に公園施設の利用を休止する場合があります。 

● 芝生エリアにドッグランの設置を予定しています。 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設内看板設置場所 

入口付近（国道 183 号線沿い） 

案内看板 

園内看板の例 


